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1は じ め に

トマトは,東北地方で広く栽培されており,特に夏秋

作においては全国でも重要な位置を占めている また,
トマ トは, ビタミンC,E, β―カロチン等を豊富に含
む緑黄色野菜として,よ く知られている さらに,近年,
トマトの赤色色素であるリコペンが,強い抗酸化性を有

し,ガンの発生を抑制することが明らかになり,注目を

集めている

一方,持続的・環境保全型農業としての不耕起栽培が

畑作物を中心に行われ,生産コストの低減という点から

もその重要性が指摘されている 野菜においても,年 2
作または3作体系の中での前作畦の連続利用の取り組み

が増えてきている また,長期不耕起栽培においては,
土壌小動物相が豊かになるとされており,その生物機能

の活用も検討されている 野菜における長期不耕起栽培
の試みは少ないが, トマトではいくつかの試験が行われ

てきた.しかし,品質に対する詳細な分析はされていな

い。そこで,筆者らは, トマトの収量や有用成分含有量

に対する不耕起栽培の影響について検討した

2試 験 方 法

(1)長期不耕起栽培の影響

1)試験場所 東北農試畑地利用部 (福島市)圃場 (腐
植質黒ボク土)

2)供試品種 桃太郎8(接ぎ木苗の場合,台木アンカ
ーT,タキイ種苗)

6)定植 1998年 4月 1日 ,1999年 4月 1日 ,2000年 5月

31日 に定植 株間40cm,蜂植 え

7)栽培管理 主枝1本仕立てで,第9果房上位2葉を残
して摘心した.潅水は,1998年は深さ30o■に埋設し

たリーキーパイプで,1999年,2000年は地表面から

潅水チュープで行つた 潅水の目安は深さ 10cmで
のpFIEが 2.7に達した時点で,株当たり10Lと した

(2)不耕起栽培方式の影響

1)試験場所 東北農試畑地利用部 (福島市)固場 (淡
色黒ボク土)

2)供試品種 桃太郎 8,台木アンカーT(タ キイ種苗)
3)育苗 2000年 1月 31日 ,2001年 4月 18日 に市販セル

用培土を用い,128穴セル トレイに播種した 幼苗
接ぎを行い,鉢上げして10 5cllポ ット苗とした

4)試験区 1999年秋に稲わら堆肥 300kg/a,苦土石灰

10kg/aを施用して後,耕紙・作畦 その後定植前ま
で露地の状態で放置

(潅水施肥区)黒ポリマルチをし深さ10cmでpF2 0～

23と なるよう,毎日液肥を施用.

職 効性区)畦表面に緩効性肥料を施用して黒ポリマ

ルチを被覆し,pF2 5に達したら株当たり10L潅水

(か '―クロッフ
・区)施肥・潅水は緩7~m性肥料区と同様だ

が,黒ポリマルチの代わりに,2000年はヘアリーベ

ッチを,2001年は自クローパーを定値と同時に播種 .

いずれの区も,ベッド幅 60c口,通路 100o■,1区 8

株,3反復とした

5)施肥 緩効性肥料,液肥共に各成分 1 7kg/a施用.
6)定植 2000年 4月 13日 :2001年 5月 31日 に定植 株

間40c皿,影特植え

3)育苗 1998年 3月 2日 ,1999年 2月 22日 ,2000年 4

月10日 に市販セル用培土を用い,128穴セル トレイ  3 試験結果及び考察
に播種した 1998年は自根,1999年,2000年は幼苗

接ぎを行つた 1998年,1999年はセル成型苗,2000 (1)長期不耕起栽培の影響

年は鉢上げして10 5cmポ ット苗とした         卜や 卜の収量は有意な差にはならなかつたが,初年度
4)試験区 1998年に稲わら堆肥 300kg/a,苦土石灰10  に鎮圧一不耕起区で減少する傾向があつた。しかし,2
kg/aを施用後,湛水・●F■した.          年目3年 目ではその差はなくなり,各区とも同等の収量

(耕起―耕起区)毎年,施肥後,耕紙・作畦      となつた (図 1).こ れには,不耕起栽培を継続したこと
(耕起―不耕起区)1998年の耕起区に1999年 ,2000年  以外に,潅水法が影響していると考えられた 地中潅水
は耕起せず,畦表面に施肥し,定植.        の場合には地表面が乾き気味となり,地表面付近に根が

(鎮圧―不耕起区)毎年,鎮圧した状態のまま表面に  多く分布している鎮圧区で影響が大きかつた また,2
施肥し,定値.                  年目に平均果重が大きくなつているが,セル成型苗直接

いずれの区も,ベッド幅 60cm,通路 80cm,1区8株,  定植の影響と考えられる.初期生育が旺盛となつた結果,
3反復 全面黒ポリマルチとした          下段果房での収穫が多く後期の収穫が少なくなり,大玉

5)施肥 緩効性肥料を中心に各成分 1 0kg/a施用(全  果が増カロした
量基肥).                      品質面でも,2年 目までは有意な差は認められなかつ
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た しかし,3年目には滴定酸度以外すべて有意に不耕
起区で含量が高まった 不耕起区間での差はなかつた(表
1).3年 目は,ポット苗であること,作期が遅いことな
どがそれまでと異なつており,これらの影響も考えられ
る 土壌硬度をみると栽培開始時と比較してatE―不耕
起区では全体的に柔らかく,耕起―不耕起区では深さ15
～20cllで硬くなつている (図2)両者のパターンは全く
異なっており,土壌の物理性が品質に影響したとは考え
にくい。この品質向上効果は,1年のみしかも特定の果
房での現象であり,さ らに多面的で詳細な検証をする必
要がある.

(2)不耕起栽浩方式の影響

初年度のトマトの収量は潅水施肥区と緩効性区は同等

であつたが,カバークロップ区で有意に減少した (図3).

定植と同時に播種したヘアリーベッチの生育が旺盛でト

マトと競合し,生育後期の収量が激減した。そこで,2
年目はカバークロップとして自クローパーを用いたが,

収穫開始時からリン酸欠乏症状が現れ,上位果房は収穫
皆無となって収量はさらに減少した。緩効性区でも2年

目は収穫数が減少し,潅水施肥区とは有意な差が生じた
(図 3).これは,試験(1)とはやや異なる結果であるが,
土質の違い 帳植質黒ボク土と淡色黒ポク土)も影響し
ていると考えられる 品質面では,ほとんど有意な差は
認められなかった。唯―,初年度カバークロップ区で精
度が高くなつたが,これは他の区に比べて土壊が乾燥気
味に推移したためと推測される (表2).

図 1

以上の結果から,長期不耕起栽培には潅水施肥が適し
ている。収量が他の方式に比べて安定していることに加

え,草勢コントロールが容易であること,マルチ等の交
換の手間なしに長期栽培できる可能性があることが利点

として上げられる しかし,潅水施肥栽培における耕起
と不耕起の比較はしておらず,今後の課題である また,

生育や養分の統合で収量性は大きく劣つたが,土壊硬度
はカバークロップ区が栽培後に低下している (図4).ナ
スでは自クローバーのリビングマルチによる不耕起栽培

で耕起栽培と同等の収量が得られており,競合を解消す
る施肥によつて収量も向上する可能性がある

4ま と め

トマトでは3年間不耕起栽培を継続しても,収量,品
質の低下はみられない むしろ,品質については向上効
果も期待できる その場合,不耕起栽培方式としては,
潅水施肥が適当と考えられた
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収量に対する長期不耕起栽培の影響

各試験区における土層別硬度分布の推移
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図 収量に対する不耕起栽培方式の影響

表2 成分含有量に対する不耕起栽培方式の影響
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国4 各試験区における土層別硬度分布の推移

表1 成分含有量に対する長期不耕起栽培の影響

●●E   5 38    0 31      28 2      3 75       2 07

図2

-218-


